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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第36期
第１四半期
連結累計期間

第37期
第１四半期
連結累計期間

第36期

会計期間
自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日

自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日

自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日

売上高 （千円） 3,040,278 3,030,540 12,469,768

経常利益又は経常損失（△） （千円） 54,035 △16,428 405,940

四半期（当期）純利益又は四半

期純損失（△）
（千円） 33,144 △21,955 262,158

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 48,083 18,444 313,369

純資産額 （千円） 7,013,735 7,258,831 7,279,021

総資産額 （千円） 12,499,531 12,767,909 13,065,745

１株当たり四半期（当期）純利

益金額又は１株当たり四半期純

損失金額（△）

（円） 6.03 △3.99 47.69

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 54.4 55.0 54.0

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投

資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

(1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間の業績は、住宅機材用途、工業用塗料関係等は順調に推移いたしましたが、工業用パイ

プ用途、電子材料関連等は減少し、販売数量は前年同期を下回る結果となりました。また、価格面では原材料価格の

上昇を吸収することが出来ず、利益を圧迫する結果となりました。一方、中国子会社におきましては、売上高は前年

同期比で増加となり、収益面においても改善を進めております。 

この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高30億30百万円（前年同四半期比0.3％減）、営業損失44百

万円（前年同四半期は営業利益47百万円）、経常損失16百万円（前年同四半期は経常利益54百万円）、四半期純損

失21百万円（前年同四半期は四半期純利益33百万円）となりました。

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

〔樹脂材料〕

　樹脂材料につきましては、住宅機材用途等は増加いたしましたが、工業用パイプ用途等が減少いたしました結果、

売上高17億79百万円（前年同期比9.9%増）、セグメント損失（経常損失）31百万円（前年同期は経常利益15百万

円）となりました。

〔機能化学品〕

　機能化学品につきましては、工業用塗料関係は堅調に推移致しましたが、電子材料関連用途は減少いたしました結

果、売上高12億51百万円（前年同期比12.0%減）、セグメント利益（経常利益）18百万円（前年同期比58.0%減）と

なりました。

　

　

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に、重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

　

　

(3）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は60百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 18,850,000

計 18,850,000

　

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成25年８月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,500,000同左

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は1,000株であり

ます。

計 5,500,000同左 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成25年４月１日～

平成25年６月30日
－ 5,500,000 － 1,100,900 － 889,640

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、該当事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　 　3,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,495,000 5,495 －

単元未満株式 普通株式　　 2,000 － －

発行済株式総数 5,500,000 － －

総株主の議決権 － 5,495 －

（注）１　単元未満株式の中には、自己株式337株が含まれております。

２　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　

②【自己株式等】

　 平成25年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

日本ユピカ株式会社
東京都千代田区紀尾井町４

番13号
3,000 － 3,000 0.05

計 － 3,000 － 3,000 0.05

　

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、東陽監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,309,497 2,330,777

受取手形及び売掛金 ※1
 5,103,814

※1
 4,762,246

商品及び製品 1,050,475 990,608

仕掛品 93,652 101,826

原材料及び貯蔵品 425,826 464,767

その他 603,624 620,778

貸倒引当金 △2,308 △2,308

流動資産合計 9,584,580 9,268,695

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 731,067 742,377

機械装置及び運搬具（純額） 694,215 698,210

土地 1,340,442 1,340,442

その他（純額） 76,558 69,767

有形固定資産合計 2,842,283 2,850,797

無形固定資産 101,742 97,013

投資その他の資産

その他 537,338 551,602

貸倒引当金 △200 △200

投資その他の資産合計 537,138 551,402

固定資産合計 3,481,164 3,499,213

資産合計 13,065,745 12,767,909

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※1
 4,214,651

※1
 3,998,470

短期借入金 204,917 190,569

未払法人税等 69,608 3,589

引当金 86,343 39,264

その他 ※1
 313,708

※1
 367,839

流動負債合計 4,889,229 4,599,733

固定負債

退職給付引当金 524,201 535,890

役員退職慰労引当金 15,989 17,755

再評価に係る繰延税金負債 278,466 278,466

資産除去債務 23,756 23,797

その他 55,081 53,434

固定負債合計 897,495 909,344

負債合計 5,786,724 5,509,077
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,100,900 1,100,900

資本剰余金 889,640 889,640

利益剰余金 4,571,412 4,510,979

自己株式 △1,400 △1,557

株主資本合計 6,560,552 6,499,962

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 32,549 34,851

土地再評価差額金 502,864 502,864

為替換算調整勘定 △40,587 △20,042

その他の包括利益累計額合計 494,827 517,673

少数株主持分 223,641 241,195

純資産合計 7,279,021 7,258,831

負債純資産合計 13,065,745 12,767,909
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 3,040,278 3,030,540

売上原価 2,594,219 2,651,563

売上総利益 446,059 378,977

販売費及び一般管理費 398,294 423,947

営業利益又は営業損失（△） 47,765 △44,970

営業外収益

受取利息 829 647

受取配当金 16,554 12,559

為替差益 － 19,889

その他 763 1,217

営業外収益合計 18,146 34,314

営業外費用

支払利息 8,645 1,223

売上割引 1,833 3,311

その他 1,397 1,237

営業外費用合計 11,876 5,772

経常利益又は経常損失（△） 54,035 △16,428

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

54,035 △16,428

法人税等 29,240 7,712

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

24,794 △24,140

少数株主損失（△） △8,349 △2,185

四半期純利益又は四半期純損失（△） 33,144 △21,955
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

24,794 △24,140

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,727 2,301

為替換算調整勘定 25,015 40,283

その他の包括利益合計 23,288 42,585

四半期包括利益 48,083 18,444

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 44,175 890

少数株主に係る四半期包括利益 3,908 17,553
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

　該当事項はありません。

　

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

　該当事項はありません。

　

（会計方針の変更）

当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

　該当事項はありません。

　

（会計上の見積りの変更）

当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

　該当事項はありません。

　

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　
当第１四半期連結累計期間

（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

税金費用の計算 　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合

理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を

採用しております。

　

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

　なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が、

四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

受取手形 107,245千円 96,913千円

支払手形 184,394 171,635

その他（設備関係支払手形） 8,353 4,554

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日）

減価償却費 56,978千円 58,790千円
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（株主資本等関係）

前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月23日

取締役会
普通株式 38,476 7 平成24年３月31日平成24年６月25日利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月８日

取締役会
普通株式 38,476 7 平成25年３月31日平成25年６月24日利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

　
報告セグメント その他

（注１）
合計

樹脂材料 機能化学品 計

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 1,618,2971,421,9813,040,278 － 3,040,278

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － － －

計 1,618,2971,421,9813,040,278 － 3,040,278

セグメント利益又は損失（△） 15,067 44,893 59,960 △5,925 54,035

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに帰属しない全社共通費用及び連結利益調整であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と一致しております。

　

　

当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

　
報告セグメント その他

（注１）
合計

樹脂材料 機能化学品 計

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 1,779,2661,251,2743,030,540 － 3,030,540

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － － －

計 1,779,2661,251,2743,030,540 － 3,030,540

セグメント利益又は損失（△） △31,489 18,857△12,631 △3,796 △16,428

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに帰属しない全社共通費用及び連結利益調整であります。

２　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の経常損失と一致しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 6.03円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 －円

１株当たり四半期純損失金額（△） △3.99円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 －円

（注）１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につきましては、潜在株式がないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎

項目
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

四半期純利益又は

四半期純損失（△）（千円）　　　　　：①
33,144 △21,955

普通株主に帰属しない金額（千円）　　：② － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は

四半期純損失金額（△）（千円）　　　：①－②
33,144 △21,955

普通株式の期中平均株式数（株） 5,496,663 5,496,299

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

　平成25年５月８日開催の取締役会において、平成25年３月31日の株主名簿に登録された株主に対し、次のとおり期末

配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　38,476千円

②　１株あたりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　７円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　平成25年６月24日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 
 

平成25年８月８日

日本ユピカ株式会社

取締役会　御中
 

東陽監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 菊　地　康　夫　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 北　島　　緑　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本ユピカ株式会

社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本ユピカ株式会社及び連結子会社の平成25年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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